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相殺権における「相互性」と「合理的相殺期待」についての覚書 





 1 事案と判示内容 
 2 「合理的相殺期待」あるいは「対外的 
 効力」論への不言及 
  (1) 法廷意見と千葉補足意見 
  (2) 原審までの判示及び学説での議論との 
   温度差 
  (3) 平成２８年判決と平成２４年判決 
Ⅲ 関連する学説 
 １ 平成２８年判決に対する反応 
  (1) 平成２８年判決の射程の限定―― 
   山本和彦説 
  (2) 平成２８年判決の一般的受容――伊藤説 
 ２ 学説等における合理的相殺期待の議論 
  (1) 従来の合理的相殺期待論の概観 
  (2) 中西説 
Ⅳ 検討 
 1 前提的検討：相殺権として保護される 
  ことの意味 
 2 合理的相殺期待論と相互性要件 
  (1) 総説 
  (2) 相殺の経済的機能 
  (3) 担保権の要件の参照 
   (a) 議論の意義 
   (b) 公示についての諸問題 
  (4) 小括 
 3 相互性の意義 
  (1) 目的・機能の峻別論 
   (a) 一般論 
   (b) 相互性要件と相殺の「目的」 
   (c) 担保権との区別の為の要件としての 
    「相互性」 
  (2) 絶対的・形式的要件としての相互性 
   (a) 相互性要件の特徴  
   (b) 相互性要件の機能 

































































 ２ 「合理的相殺期待」あるいは「対外的効力」論への不言及 
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捉えようとするものがある（岡・前掲註 20 ７０頁。山本和ほか・前掲註 40 ２６１頁以下［沖
野］の記述もこうした位置付けに親和的である）。 
41 ７１条２項２号につき、例えば最判平成２６年６月５日・前掲註 8。「前の原因」が「合理





















                                                     
的相殺期待」に読み替えられるという指摘として、山本和彦「判批」金法２００７号６頁（２
０１４）１０頁。 
42 山本和ほか・前掲註 40 ２５７頁［沖野］。 
43 議論状況については、山本和ほか・前掲註 40 ２６０頁［沖野］参照。 


























































































































































                                                     
66 山本和ほか・前掲註 40 ２５０頁以下［沖野］。 













 ２ 合理的相殺期待論と相互性要件 
 























                                                     
71 相殺期待の程度が問題となる（前註 42 乃至 44 及びそれらに対応する本文参照）とすれば、
この発想の要件化として位置付けることができる（後述（２）（ｂ））。 


















































































































                                                     
























































































 ３ 相互性の意義 
 






























































                                                     
96 無制限説と担保的機能の強調の関係につき、潮見・前掲註 94 ２９６頁、２９９頁。 






















































































































































































































                                                     
限定する必要はないであろう。 
114 この問題についてのさしあたっての筆者の評価としては、現状の合理的相殺期待論を前提
とする限り、相互性要件を教条的に守る方が安全であり、かつまた、Ⅳ４で触れた別方向の検
討を進めれば保護の必要な三者間相殺を切り出すことが十分可能ではないかと考えているが、
合理的相殺期待に関する今後の議論の展開も見つつ、なお検討を重ねたい。 
